
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集会参加者の声 

・社友会もアンケート等やっているようだが、職場と氏名が記名式で本音が聞けるのか。 

・会社は内部留保を蓄えておきながら、物価上昇は企業にも及んでいると言うが矛盾している 

・お客さまも戻ってきている。満席の列車もある中で、団体交渉におけるインバウンドの会社回答は 

回答になっていない。 

・もっと交渉で会社に対して、突っ込んで言ってほしい。 

・作業ダイヤが改定された。つくられた作業ダイヤ通りに 

動いていない。 

・インターホンを鳴らしても、管理者が助けに来ない 

・やたらとイベントが多い。 

・大きな事故だらけ。 

・多能化になることで、浅い知識だけになる。 

・会社の経営目標が高すぎだし、開発にお金を賭けすぎ。 

 その分を組合員・社員に還元しろ！ 
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大船支部 

 １１月５日、あーすぷらざ (神奈川県立地球市民かながわプラザ)において「年末手当総決起集会」を

開催し、３２名の仲間が結集しました。年末手当要求（３．７ヶ月）をした根拠を再度認識し、１１月

１日に開催した第１回交渉の報告やこの間のたたかいを振り返り、年末手当要求実現のため、さらに行

動していく意思統一をしてきました。 

集会では参加者から様々な声が出され、１１月６日開催の第２回交渉に向け本部交渉団に声を届けつ

つ、職場からさらなるたたかいを創り出していくことを確認してきました。 


